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研究成果の概要（和文）：本研究では、小学校における学級集団の状態に応じた授業モデルの作成を試み、妥当
性と実用性を検討した。授業モデルは、授業構成と指導行動から構成され、集団の状態に対応する方略であると
同時に集団の規律と関係性を育成する実践につながるものであることが明らかになった。授業モデルを使った授
業者との授業検討において一定の妥当性と実用性を確認することができた。

研究成果の概要（英文）：In this study, we attempted to create a teaching model adapted to the status
 of classroom groups in elementary schools, and examined its validity and practicality. The model 
consisted of a class structure and instructional behavior, and it was found to be a strategy that 
responds to the status of the group's condition, as well as a practice that fosters discipline and 
relationships in the classroom group. The validity and practicality of the model were confirmed in 
discussions about class with teacher.

研究分野： 学校心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、近年の児童生徒の現状に応じた集団の状態別に、必要な授業構成と授業における指導行動を明示化
した。このことは、近年の児童生徒の現状や学級集団の実態に応じて無意識におこなわれていると考えられる授
業技術を意識化することにつながるものであり、児童生徒の実態に応じて必要とされる授業の技術を教師間で共
有するための視点になると同時に、近年の児童生徒の実態を踏まえた授業研究の新たな基盤を提供することにつ
ながると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 「学級がうまく機能しない状態」（学級経営研究会：国立教育研究所、1999）である授業不成
立や学級崩壊の問題は、相変わらず大きな教育課題である。授業不成立の状態に至る要因として、
学級集団の状態と授業における授業構成、授業における指導行動のミスマッチが指摘されてい
る（河村・粕谷、2004）。 
 近年の児童生徒における現状と課題として、ア）自制心や規範意識の希薄化、イ）対人関係の
形成の困難、ウ）学習や将来の生活に対する無気力や不安、などが指摘されており（文部科学省、
2008）、そのような児童生徒の実態のなかで、学級集団を単位として一斉授業を成立させる技術
は変化を求められているといえる。 
 学級崩壊にいたる要因としては、学級集団のルール（規律）とリレーション(関係性)の低下が
その要因として深く関わっていることが指摘されており、日々の授業において学級集団にルー
ル(規律)とリレーション(関係性)を育てながら、安定的に授業を成立させることが求められる現
状であると考えられる。 
 現在、多様な児童生徒の実態に対応して優れた授業を展開している教師は、集団の実態に応じ
た授業構成、指導行動をおこなっており、そのような授業において集団のルール（規律）とリレ
ーション（関係性）に適合した授業構成と指導行動によって授業を成立させつつ、同時に集団の
ルール（規律）とリレーション（関係性）を育てる教育実践とは何かを明らかにし、近年の児童
生徒の現状と課題の中で優れた授業をするための答えを見出すことが求められている。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、小学校において授業不成立や学級崩壊を予防する授業構成及び、授業におけ
る指導行動のモデルを開発することであった。 
 授業は、教科や教材の特性、児童生徒の学習内容に関するレディネスなどによって、適合した
授業構成がおこなわれている。しかし、同時に、児童生徒の現状と課題を踏まえると学級集団の
状態に応じて適切に授業方法を選択することが求められている。 
 このような現状を踏まえ、本研究では、ア）授業における学級集団の状態別の授業構成と指導
行動の抽出、イ）学級集団の状態に適合した授業構成と指導行動の検討、ウ）授業において集団
育成をおこなう授業構成と指導行動のモデルの開発、の 3 つの項目について研究をおこなった。 
 具体的には、小学校を対象として、学級集団状態をルール(規律)とリレーション（関係性）か
ら捉え、集団の状態によってどのような授業構成、指導行動が選択されているのか集団状態別に
その特徴を解明する。その上で、それぞれの学級集団の状態に適合した有効な授業構成と、授業
における指導行動モデルを開発することが目的であった。 
 
３．研究の方法 
 上記の目的にあげた 3点について、次のような方法で実施した。 
（1）授業における学級集団の状態別の授業構成と指導行動の抽出 
 授業観察の承諾の得られた学級を対象として、集団状態を測定する心理尺度と学級担任への
聴き取りを実施するとともに、授業における教師の指導行動の抽出を行った。集団の状態は、心
理尺度結果と担任教師からの聴き取りと学級の観察の結果を統合し、学級の集団状況をルール
（規律）とリレーション（関係性）の視点から把握した。その上で、授業記録資料を用いて授業
で観察された教師の指導行動を抽出し、集団状態ごとにそれらを分類して特徴的な指導行動を
見出す作業を行なった。 
 継続して観察が可能な学級を対象に、集団状態の変化と指導行動の変化を検討し、学級集団育
成の段階による指導行動の変化について考慮にいれた検討を行なった。 
 
（2）学級集団の状態に適合した授業構成と指導行動の検討 
 抽出された授業構成と授業における指導行動について、教育心理学、教育学、教科教育学の視
点から、その妥当性についての検討をおこなった。授業モデル生成に生かすために、それらの授
業構成、指導行動が有効である理由及び、それらが有効にはたらくメカニズムについて、それぞ
れの研究領域から得られている知見との関連で考察をおこなった。 
 
（3）授業において集団育成をおこなう授業構成と指導行動のモデルの開発 
 分析対象とした学級について集団状態の特定をおこない、集団状態（ルールとリレーション）
の変化と、授業構成と授業における指導行動の変化との関連を整理し、集団状態に応じて変化す
る授業構成と指導行動について分析した。得られたデータをもとに集団のルール（規律）とリレ
ーション（関係性）の視点から、授業の中で集団育成を進めるもためのモデルを生成した。生成
されたモデルは、その後も適宜修正を行った。 
 
 



 
４．研究成果 
（1）授業構成と指導行動の抽出 
 本研究では、集団のルール（規律）とリレーション（関係性）の状態に応じた授業構成とそれ
らの視点から集団を育成する指導行動を抽出した。その結果、①集団の状態に応じた授業構成
（「指示の明瞭性」「行動の習慣化」「役割交流」「活動の形態」「グループ規模」「自由度の調整」
等）と②集団の育成にかかわる指導行動（「不安緊張の低減」「参加への動機付け」「モデリング
の活用」「かかわり方の教示」「行動へのフィードバック」等）に関する要因が見い出された。 
 加えて、発達障害や生育環境等に起因する課題がある児童への対応と考えられる授業構成、指
導行動について、ルール（規律）とリレーション（関係性）の状態に対応した授業構成と指導行
動と合わせて整理した。その結果、①課題をもつ児童への個別の対応、②類似の課題を抱える児
童を含む周囲の児童への対応の 2 つの視点からの授業構成と指導行動の工夫が求められている
ことが明らかになった。 
 
（2）授業構成、指導行動の有効性の検討 
 本研究では、抽出された授業構成と指導行動の有効性について、背景となる理論および研究の
知見から検討した。その結果、授業構成、指導行動については、たとえば自己決定理論、状況対
応型リーダーシップ理論等の行動科学、教育学の理論や知見から了解可能であり、それらとの照
合によってより適切な授業構成と指導行動についての示唆を得ることができた。また、学級に在
籍する発達障害や生育環境等に起因する課題がある児童への対応については、発達障害の理解
と対応についての研究および、心理社会的発達理論、愛着理論、ポリヴェーガル理論、トラウマ
インフォームドケアに関する知見等との照合により了解可能であり、それらの視点からの検討
により有効な実践についての示唆が得られた。 
 これらの成果の一部は、学級集団のアセスメントの課題と支援についての話題提供（粕谷、
2019）、集団状態に応じたグループアプローチを展開するための構成の工夫に関する書籍（「かか
わりづくりワークショップ」（大谷・粕谷、2020））で公表した。 
 
 
（3）集団の状態に応じた授業構成と指導行動のモデル開発 
①集団状態に応じた授業構成と指導行動のモデルの生成 
 ルール（規律）とリレーション（関係性）の組み合わせで集団状態を 7つに分類して基本とな
る授業モデルを作成した。その上で、集団発達の状況に応じて、ルール（規律）形成の促進と維
持にかかわる指導行動と、リレーション（関係性）形成の促進と維持に関する授業構成と指導行
動の内容を付け加えた。その後、発達障害、生育環境等に起因する課題をもつ児童への対応に関
する内容を追加した。 
②授業者との協議による妥当性の検討 
 ①で作成したモデルを照合枠にして、実施された授業の授業構成と指導行動について授業者
と協議をおこないモデルの妥当性を検討した。その結果、授業方略、指導方法の詳細については
事例の状況によって異なるが、具体的な方略、指導方法の選択については概ねモデルと同様の考
え方でおこなわれており、一定の妥当性と実用性があることを確認することができた。また、生
成したモデルの精緻化のための示唆を得ることができた。 
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